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第３９回卒業証書授与式を挙行。２１期生有終の美を飾る 

 ２月２９日（木）１０時から第３９回卒業証書授与式を挙行しました。新型コロナウイルス感

染症が５月に５類移行に位置づけられ、コロナ禍以前の多くのご来賓がご参列いただきました。 

ご祝辞を賜ります PTA 会長、北田 美穂子様、同窓会長 根井 誠 様 高大連携でいつも心強

いご支援を賜っています兵庫大学 学長、河野 真 様、そして加印地区代表中学校として加古

川市立両荘中学校 校長 神吉 直也 様、加古川市立平岡南中学校 校長 原 武弘 様、そ

して、わざわざ足を運び、華を添えて頂きました、第 12 代歴代校長 松本 有史 様、学校評

議員（6 名）様、旧職員、ご家庭の皆様、そして保護者席にお姿を拝見しましたが、令和４年・

5 年と、「いのちの授業」を生徒・先生方にご講演してくださり、当日神奈川県から足を運んで

くださった講演家 腰塚 勇人 様、かくも多く皆様にご臨席を賜り、当たり前ではなく、一期

一会、有り難きこととして、衷心より御礼申し上げます。誠にありがとうございます、と冒頭に

御礼を述べました。素晴らしい学校文化創造や昨年度に本交創立４０周年記念事業の展開で立

役者となり、金字塔の如く打ち立ててくれた２１期生。修学旅行や南楠祭、体育大会などの思い

出は、卒業生だけでなく、私も含め、多くの先生方の心に刻まれ、生涯の宝や財産となっていま

す。全校集会などで語ってきたことを、願わくば、もう一度心に刻んで欲しいことを語ります。 

と言って、式辞の原稿を机上に収め、卒業生、一人一人の顔を見ながら、次の内容を語りました。 

皆さんは、皆さんの人生の脚本家です。そして、皆さんは人生のかけがえのない主人公です。あ

せらず、あわてず、あきらめず、真心と笑顔でもって他者と接し、苦難に直面した時こそ、多く

の選択肢の中から正解だけを求めるのではなく、自分の内なる声に耳を傾け、自分に正直に、自

分らしく、自らの意思で選んだ道を大切に、それが正解であることを信じて、人生に意味を見い

だす生き方を願います。そして、悲しくて、辛くて、苦しくて、息が詰まりそうな時こそ、あな

たを生んで、慈しみ大切に育ててくれた両親の為に、愛してくれる人の為に、いつもそっと側に

いてくれた友達の為に、自分の事よりも皆さんを最優先して寄り添ってくれた先生の為に、どん

な事があっても命や時間を大切に、その今を生き抜いて欲しいです。 

 結びに、ありがとうという感謝の言葉を懐に抱いて、皆さんが卒業後、十年、二十年、三十年

と、年を重ねていきながら、我が人生の学びの原点は、加古川南高校三年間の学びであったと実

感されることを信じ、２１期生の皆さ

んが、しあわせな人生を切り拓き、一歩

ずつ勇往邁進されますことをお祈りい

たし、最後の式辞と致します。授与式で

の一人一人の呼名で、壇上から見守り

注ぐ私の瞳とアイコンタクトができる

卒業生が大半で、お互い小さく頷く場

面が何度もありました。体育館の会場

で、あの空間があるなかで、アイコンタ

クトができ、お互い頷けて心通じる瞬

間を共有できたことは、至上の喜びと

幸福感を感じました。Be Happy。 


